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s

s

s

第̂
四
十
七
卷
第
三
號

年
、
十

U

年
のs

畑
定
免
納
辻
は
三

.百
五
十
表

(

但
し
四
斗
入
延
ロ 

共)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

，

弘
化
五
年

(
一

八
四
八
ハ
ヰ)

並
び
に
安
政 

七

苹

(
1

八
六
0
年)

の
宗
鬥
人
別
帳
に
は
菊
間

(

本)

村
が
長 

(

永)

田
婊
太
郞
の
知
行
所
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
 

鄕
村
高
帔
記
載
の
.四
百
九
石
三
升
は
長
田
雜
太
郎
の
知
行
分
な
る
.と 

.と
が
■確
認
さ
れ
る
。

(

註
七)

：

. 

. 

r

市
原
都
誌

」

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
.、

「
X
T

の
.雨
溜
池
は
元
和
元
年
、

(

一
六
一
五
年

)

中
に
本
田
が
旱
魃
し
て 

述
平
收
糙
の
減
少
す
る
の
を
案
じ
て
之
に
潲
漑
す
る
た
め
に
、
特
に 

本
.田
で
あ
つ

.た
土
.地
を
潰
し
て
溜
池
と
し
、
こ
の
地
石
高
三
十
--石 

.五
斗
四

.升
七
合
七

.勾
を
給
水
を
受
け
る
本
田
合
反
別
十
町
.

一

反
八
畝 

十

1

步
四
屯
の
土
地
に
振
高
と
稱
し
て
、
高
石
に
對
し
玄
米
八
升
三 

'

合
の
比
率
を
も
つ
て
員

^

さ
せ
た
が
明
治

A
年
地
祖
改
正
の
際
間
違 

ぇ
て
{
H奋
地
に
編
入
さ
れ
、
同
十
五
印
に
菊
間
區
有
の
溜
池
に
な
つ 

た
。」

(

同
書
、
八
四

■五
頁)

と
の
べ
て
い
る
。

令怒衣:AS与ニT 
へ \ . <

利

根

川

筋

河

岸

場

紛

爭

—

M
i

外
港
と
し
て
の 
一.

I
河

岸
-

,

■ 

.お
ょ
び
山
王
堂
河
岸--------------

.

' 

へ

.:
'
島
.
崎

'.
蜂

' 
夫

‘

「

關
菜
農
村
の
史
的
硏
究

J  C

第
一.1

集)

に
お
い
て
、
'わ
れ
わ
れ
は
、
致. 

藏
國
兒
3£
郡
傍
示
堂
村(

現
在
埼
玉
縣
兒
玉
郡
藤
田
村
.
傍

示

堂

)

、
-'
名

主 

內
野
家
の
經
營
を
中
心
に
、'德
川
封
建
末
期
に
お
け
る
，

.
一

地

主

，の

形

成

の

- 

間
題
を
、
考
察
し
て̂

た
。

〕

擦
示
堂
村
は
、
出
道
本
虫
宿
の
隣
村
で
あ 

り
、
中
山
道
人
馬
_

立
、
宿
繼
立
の
業
篇
が
本
村
に
と
：つ
て
宿
場
繁
榮
の

.
 

根
因
と
も
な
：つ
た
が
、
：同
時
に
、
そ
の
負
擔

.
の
過
重
は
、
本
村
及
び
そ
の 

周
邊
農
村
？M

の
原
因
と
も
な
り
、>
い
：て
は1
農
村
勞
働
カ
徵
發
の
基. 

底
の
上
に
形
成
洛
れ
て
い
た
と
こ
，ろ
の
封
建
社
會
に
お
け
.る
交
通
運
輸
構 

造
に
多
大
の.
家
障
を
惹
起1
、
遂
に
は
、
交
通
運
輸
樺
造
へI
I
本
的
變
轉 

を
必
須
な
ら
.し
め
た
諸
事
情©-
迤
展
を
促
進
し
つ
，‘つ
あ
つ
紅°5
自
身
は
地
.
. 

主
と
し
て
、
酒
造
業
，を
經
營
し
、

一
方
、
宿
驛
業
務
を
掌
握
し
、
他
方
、
 

名
主
と
し
て
村
落.支
配
の.
位
®

あ

つ

た

內

，
野

家

は

(

.
か
か
る
幕
末
に
‘お 

け
る
時
代
的
推
移
を
背
景
と1
て
、
土
地
集
中
を
一
層
擴
大
し
て
行
つ
た

:

.

'(

截
三)

.

-

-

.

.

 

-

の
で
あ
る
。
伶
に
、
わ
れ
わ
れ
が
肋
鄕
制
度
に
ょ
る
農
村
窮
乏
の
事
實
を 

利
根
川
筋
河
岸
場
紛
爭

考
察
せ
る
際
、
.
傍
示
堂
：の
隣
村.「

牧II

村
1-
お
よ
びT

U

手
村」

の
雨 

.」

村
が
、

一
方
锾
ボ
罾̂

の
助
鄕
村
と
し
て
、
.他
方
本
皮
宿
の
肋
鄕
村
と
し 

.

て
、
所

謂「

助_

®̂

」

を
i

せ
し
め
ら
れ
るこ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の 

.
苦
惱
は
極
度
に
達
じ
、
，遂
に
肋
鄕
重
役
廢
止
の
た
あ
の
訴
談
を
起
す
に
及

(

註
四)  

,

ん
だ
事
件
に
着
目
し
、
牧
西
村
の
舊
本
陣
で
、
今
日
規
在
の
小
川
家
咬
書 

の
探
訪
を
試
み
た
。
未
だ
、
當
初
考
ぇ
た
事
件
に
關
す
^
史
料
を
全
く
發 

.

.
見
し
得
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
小
川

_

夂
書
中
よ
り
、
助
鄕
に 

:

よ
る
陸
運
：と
相
ま
ち、
' 關
東
、
特
に
利
根
川
流
域
地
方
に
と
つ
て
、
封
建 

，交
通
構
造0
上.
に
極
め
て
重
耍.
な
地
位
に
あ
っ
た
利
根;1
!
水
運
、
就
中
本 

ぐ
法
宿
の
，i

と
：
し

て

：
の

r

一
 
菜

河

岸」

お
よ
び
'「

山
王
堂
河
岸1
紛
爭

■

 

•

 
•

:
..:

(

註
其)

 

-• •

に
關
す
る
史
料
を
若
干
見
刊
し
得
た
。
今
こ
れ
を
中
心
と
し
、
以
下
に
お

.
い
て
、'i

宿
に.
對
す
る
利
根
川「

水
運j

の
一
端
を
考
察
し
よ
ぅ
。

(

註
一)

：

拙

稿r

武
藏
國
兒
玉
郡
，傍
示
堂
村

——

名
主
內
野
家
の
經
營 

.

を
中
心
と
し
て-—

」
r

三
田
學
會
雜
誌
第
四
六
卷
第
二
號
所
收

j  

:
\(

註
ニ) .

同

ニ

八

真
.

、
’
:

(

註
三)

同
四
〇
頁
以.
下
'.
'に

(

註
四.)

同in

五.
頁
鞋
：

一

五
#-
照
'
•
...

.
 '

(

註
五)

武
歡
國
擦
潷
郡
软
西
村
，

(

現
在
埼
玉
縣
兒
玉
郡
藤
田
村
字
牧 

「

、西)

.
在
住
の
小
川
家
は
、
.
德
川
時
代
に
於
て
名
主
、
本
陣
等
を
勤
め
. 

•
 

:
^
有
カ
な
る
舊
家
で
あ
っ
た
？
牧
西
村
は
本
芘
宿
助
鄕
村
制
度
に
お 

い
て
非
常
に®:
耍
な
る
村
で
あ
っ
て
、
本
村
に
は
本
庄
宿
の

「

助
鄕 

.

■
會
所」

が
お
か
れ-
て
い
た
。
小
川
家
が
助
鄕
會
所
に
、
助
鄕
總
代
と
し 

.

て
勤
務
し
て
い
た
關
係
よ
リ
、
同
家
に
，每
年
iE
月 
一j.

十
八
日
、
會
合

■,
 

一
 〇

f1i  

(

三
〇.
1)

_



三

德

第

四

十

七

卷

I
第

〗

一一

號

，

丨

,

:
が
開
£>
か
れ
、
本
皮
宿
助
鄕
に
關
す
る
諸
事
の
ハ
相
談
、
決
踅
が
な
き 

れ
て
い
た
。
寬
政
度
以
來
、
小
川
家
は
さ
ら
に

.

「

和
ー
兀

」

と

し

て

代
 

A
世
製
が
ゆ
る
さ
れ
、
總
代
を
選
狂
す
レ
と
い
ぅ
極
め
て
赏
與
な
る 

' .

iL
位
に
.あ
つ
た

°

d 乂 

.る
赏
^
な
.'5
地
位
と

、

.
_
聲
望
.高
か
：つ
た
小
川 

家
は
、
わ
れ
わ
れ
が
發
見
し
た
文
化

}4
年
に
扣
け
る
本
庄
抬
と
河
燁 

•
揚
ん
の
紛
举
、
議
宛
に
關
し
て
立

#
保
證
人
と
し
て
、
添
印
を
し
て 

い
る
程
で
あ

^

£。

布
の
ど
と

§
關

係

よ

り

し

て

、

小

川

家

文
-#
中 

よ
P
、
河
焊
揚
に
關
す
る
諸
史
料
が
殘
存
し
て
い
た
も
の
と
推
宛
出 

來
る
。

.

■'  

.

.

.(

驻 T
)

.
 

-
 

武
藏
國
兒
王
郡「

產

宿j

は
$

道
に
臨
む
一
大
宿
驛
で
あ
っ
て
、

•m
永

十

四

年(. 一:

六
三
七年

：；

>.
盡
偽
が
公
式
の
<
馬
繼
立
場
と
し
て
指
定 

さ
れ
、
^
:

の
體
裁
が
と
と§
え
ら
れ
て
よ
り
、' '
ー.
層
急
速
な
る
發
展
の 

途
上.
に

就

き

、

特

に

、

寬

文

三

年
：：C

1

六.
六
三
年)

:從
來
燦
澤
郡
榛
澤
村 

に
開
市
せ
ら
れ
て
い
た
定
期
市
を
、
本
宿
に
#
轉
せ
し
め
、
市
日
を
定
め 

る
に
及
ん
で
、
商
家
は
增
加̂

來
往
す
る
職
人
はif
し
、
商
工
榮
の
發 

展
が
い
ち
ぢ
る
し
ぐ
な
つ
て
來
た
。
さ
ら
に
、
冗
祿
七
年

(

一
六
九
四
年)  

ニ
月
、
本
皮
柄
肋
鄕
村
制
度
が
確
矩
さ
れ
て
よ
り
、
i
宿
は
親
村
と
し 

て
、
近
郷
在
作
の
人
々
の
來
住
が
特
に
瀕
繁
と
な
っ
た
。
享
保
七
年

(
一

七 

二
ニ
年)

に
家
屋
五
亩
餘
軒
で
あ
っ
た
本
皮
宿
は
、
文

化

八

年

(
一

八
，一
 

一
年)

..に
は
千
七
十
ニ.
戶
、
文
政
五
年(

一
八
ニ
ニ
年)

に
は
千
八
十
八
戶 

と
な
り
、
德
川
期
に
お
け
る
最
盛
期
と
思
わ
れ
る
天
保
十
三
年

(
一

八
四

1
〇

四

(

三011)

. 

./*£-y
o
.

ニ
年)

に
は
千
ニ
西
九
戶
の
多
き
を
數え
る
に
至
っ
て
：r

る
。

こ
れ
よ
り 

み
れ
ば
、
文
化V
文
政
度
に
は
、
す
く
な
く
と
も
千
軒
餘
の
民
家
が
存
在 

•

し
，
人
口
は
四
千
餘
人(

文
政
五
年
に
は
人
別
四
千
三
百
二
十
五
人

)

、 

販
鹫
屋(

妓
榄)

等
も
六•
七
十
軒
に
お
よ
ん
で
い
た
と
い
ぅ
有
樣
で
、 

本
庄
宿
の
繁
榮
の
一
端
を
察
知
する
こ
と
が
出
來
る
。

.

本
庄
宿
は
7-

>,
か
く
：の
ご^
<,
德
川
中
期
以
降
、
®

道
の
往
來が
し 

げ
く
な
る
と
共
に
、
周
邊
濃
村
に
た
い
す
る
親
村
と
し
て
、
あ
る
い
は
市 

場
と
し
て
、
地
位
の
た
か
ま
り*を
獲
得
し
、
そ
の
繁
纸
を
獲
得
し
て
行
つ 

た
こ
と
を
赀
景
と
し
て
、
本’
m

宿
に
來
往
す
る
商
人
お
よ
び
職
人
の
數
も 

增
#
し
，
彼
等
の
中
に
は
、
相
當
甚
犬
な
る
富
を
蓄
積
じ
た
な
商
家 

,
を
4
生
み
出
し
っ
っ
あ
っ
た
。
本
宿
，に
.
お
け
る
商
人
、.職
人
は
概
ね「

駔 

、
合

：

一

、
を

組

織

し

、

「

仲

間」

と

鳴

へ

、
，
組

合

員

.
を.「

仲
間
內」

：

と
稱
し
、 

仲
間
議
定^
設
け
、
商
工
業
に
從
事
し
て
い
た
。
.
仲
間
敗
合
の
中
に
は 

「

旅
人
宿
仲
間
、
酒
食
商
人
、
哀
腐
屋
仲
間
、
露

屋
.x

香
具
粗
合)

、
古 

鐵
買
仲
間
、
研
屋
仲
間
、
床
屋
仲
間
，、

ill.

職
組
合
、!
屋
仲
間
、
質
屋
仲 

開

.
觸
商
人
仲
間
等」 .
の

多

く

の

種

別

を

ふ

く

，
ん

で

い

'た
。

_
か

か

る

商 

人
、
職
人
仲
間
が̂

H

宿
以
外
と
物
良
の
交
流
を
行
ぅ
た
め
に
利
用
し
た 

.
交
通
機
關
を
み
る
と
、
近
在
鄕
村
に
た'い
し
て
は
、
.
馬
背
、.
人
力
、
あ
る 

，い
は
，馬
力
荷
車
等
を'利
用
し
て
の
；陸
運
に
.
依
.つ
た
こど
は
^
論
で
あ
る 

.
が
、
遠
く
江
戸
表.と
の
物
資
の
，交
流
や
、：

.
遠
隔
地
と
の
交
流
、

速
鉻
に 

は
、.
主
と.
：し.
て
中3

道
の
交
道
網
を
利
用.す
る「

陸
運」

と
、
利
根
川
を 

利
用
す
る

「
水
運」

と
の
二
っ
の
交
通
機
關
に
よ
っ
て
い
た
。
特
に
、
か 

.
か
る
交
通
機
關
の
整
備
利
用
は
、
諸
侯
の
江
戶
へ
の
年
貢
米
、
倉
米
の
蓮

足利

似 丨，. \丨^ 
八館林’ n

ぐ山河

* 城下町 
•河琪場 
«関所

(新褊武蔵風土記による-)
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歡 ‘ ^iV'\ 4* 、* ，
敗K、
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? : 、，ン 

r ::， 
:

m ：A  

細ノfkド、i

丨t e ?

I« j ，

I拉 V .
% .

I S :
f v
11'、、
把
歎 ''、

1 U .：1 .

■  ' : 
}mri

1 _

ボゆ:' -、ぺ

ぼ 、:，f:

,T-:
iIr
f

(

本

1£_

'撤
、
地
，方
米
穀
め
江
戸
市
民
へ
.
の
供
給
と.
い
ぅ
必
要
ょ
り
し
：て'發
展
せ
し. 

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

'

r

陸
S

に
ょ
る
物
資
の
運
搬
は-、^

5

道
其
他
の
馨
道
に
施
設
せ
ら• 

れ
て
い
た
交
通
組
織
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
_本
茁
宿 

の
私
貨
の
運
搬
は
主
と
し
て
、

r

享
保
三
年(

一

七
一
八
年)

紙
屋
平
左 

衞
門
ノ
飛
脚
屋
を
上
州
高
崎
に
始
め
、
同
十
四
年

(
一

七
±1
九
年)

島
屋 

.

佐
七
、•
飛
脚
麗
を
上
州#
勢
崎
に_

き

、

享
保
一

一

十
，
年

(
i

七
三
五
年)

， 

近
江
屋
五
兵
衞
、
飛
脚
問
屋
泠
上
州
藤
岡
に
開
身
：
寶
匿
兀
年

(

プ
七
.五

I.

年) .
江
戸
i

商
等
、
上
野
國
よ
り
三
都
に
通
す
る
定
期
飛
脚
を
開
き 

其
賃
殘
を
こ

‘取
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
運
搬
す 

る
貨
物
の
數
量
に
は
自
ら
限
度
が
あ
っ
た
:0 

陸
運
に
よ
る
江
戶
表
と
の
交
通
と
は
別
.
に
、
利
^
川
を
利
用
す
る「
水

(

註
七)

.
連」

に
よ
る
物
資
運
搬
が
早
く
よ
，り
開
ら
か
れ
て
い
た
。

'
利
根
川
は
、
申 

.
す
ま
で
も
な
く
、
.
關
八
州
の
大
動
脈
を
形
成
し
た
。
.
江

戶

幕

府

は

_

府

と 

共
に
、a
戸
川
、
荒
]1
|
、
利
根
川
の
水
運
に
着
目
し
て
、
河
川
の
浚
渫
、 

開
疏
に
努
力
し
、
度
々
行
わ
れ
た
大
規
模
の
利
根
川
の
治
水

.
工
事=

河
川 

の
f

は
、
單
、に
治
水
の
目
的
以
外
に
、
利
根
川
を
利
用
し
て
の
水
運
の 

利
用
を
，一
：層
擴
大
す
る
と
い
ぅ

一

っ
の
重
要
な
目
標
が
お
か
れ
て
い
た
。 

河
川
改
修0
タ
ち
、、
文
祿1
1

『

年

、

(

一
五
九
四
年)

：
.
新
利
根
川
の.
開
疏
、
冗 

和

七

年(
一

六
5

年)

以
後
伊
奈
氏
の
新
川
道
和
よ
び
.寬
永
十
七
年 

(

_-,
•
六.
四
〇
年> 
あ
ら
た
に
關
宿
よ
り
江
戸
川
を
開
疏
し
た
改
修
事
業
は
丨 

極
め
て
重
耍
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
利
根
川
の
水
運
は
非
常
な
便
宜 

を
得
た
。
、
 

,

江
戸
表
よ
り
土
州
、
北
陸
方
面
へ
の
水
運
は
、
江
戶
川
を
溯
江
し
、
關 

宿
よ
0-
利
根
川
本
流
に
入
り
、
：利
棍
川
と
鳥
川
の
合
流
點
以

.
下

が

.急
に
水
ン 

量
を
響
す
こ
と
を
利
用
し
て
：、
；大
型
船
は
下
流
よ
り
平
塚
河
岸
^
中
瀨
河 

岸
に
ま
で
及
び
、(

木
型
船
の
遡
江
は
古
は
八
.
丁
河
原
を
終
點
と
し
て|/
> 

た
が
、
後
に-
、
山
王
堂
河
岸
よP
中
瀨
河
岸
へ
と
下
流
に
推
，移
し
て
.行
っ 

た
。
主
と
し
て
洪
水
其
他
を
原
因
と
す
る
河
床
、
水
流
の
變
化
に
よ
る

)  

そ
こ
に
お
い
て
、
積
替
を
行
ひ
、
そ
こ
よ
り
上
流
は
主
と
し
て
上
州
の
シ 

ッ
ボ
切
と
呼
ば
れ
る
小
舟
を
通
じ
、
川i

江
の
終
點
で
あ
る
鳥
川
に
お

利

根

川

^

:

岸

揚

紛

薪

ブ0
五

(

三
〇
三)

，



1ニ
1«
學$

誌
第
四
十
七
卷
第
三
號

 

I

■
いV
は
合
贺
财
河
捧
に
ま
で
及
び
、
そ
れ
よ
り
上
流
の
水
運
は
i

で
、 

陸
運
に
よ
っ
た。)

水
運
の
發
達
と
典
に
、
利
根
川
を
利
用
し
て
の
物
资
の
移
勤
は
は
げ
し 

く
な
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
利
根
川
沿
棒
に
は
、
下
流
よ
り
上
流
ま
で
、 

河_

が
數
多
く
開
設
さ
れ
、
無
數
の
問
屋
が
そ
こ
に
發
簿
し
て
來
た
。 

河
岸
場
の
問
屋
は
相
互
に
組
合
を
結
成
し
、
川
船
役
所
に
統
轄
さ
れ
、
文 

化
、
文
政
度
に
は
組
合
の
趣•礎
も
固
く
、
利
根
川
の
上
、
中
流
よ
り
江
戸 

;■
'•川
筋
に.
は
！^
川
の.
南
側
と
北
侧
に
所
謂

「

南
通.
しj

「

^
51
し」

.
の
一
一 

夭
紐
命
が
結
成
ざ
れ
、•更
に
、
關
病
よ
り
上
流
と
下
流
に
は
夫
々
の
側
に 

組
合
が
組
織
さ
れ
て
、
嚴3£
な
る
統
制
が
行
わ
れ
た
。
嵇
府
は
こ
れ
ら
組 

合
を
擧
握
す
る
の
'み
■

で
な
，く
、
..利
根
川
を
通
過
す
る
街
道
の
重
耍
な
る
渡 

.
河
離
に
は
、「

川
關
所J  (

中
川
關
、'
市
川
關
、
松
戶
關
、■栗
橋
關
、
川
俣 

0

,

五
料
關
、

中
瀨
改
所

)

を
設
け
、

往
來
の
旅
人
や
荷
物
を
檢
查
し

v
°̂y
、
 

’

.
水
運
に
よ
っ
て
運
搬.さ
れ
た
貨
物
は
、
：
天
領
旗
本
領
及
び
關
東
、
中
11
1 

.
道
、
北
陸
諸
侯
の
年
貢
米
、
♦
藏
米
の.
廻
漕
を
第一

と
し
、
っ
づ
.い
て
諸
揮 

の
財
货
が
あ
勹
た
。

江
戸
が
消
費
地
と
し
.
て
の
：膨
脹
す
る
に
伴
ひ
、
米 

:穀
、.
薪
炭
、'
木
材
等
を.
は.
じ
め
、
各
種
の
農
產
物
、
農
產
加X
物
に
至
.る 

.
ま
で
需
要
が
增
大
し
、
そ
れ
に
對
し
て
の
供
給
地
で
あ
る
廣
範
な
る
關
策 

内
陸
、
出

道

、'..北
陸
の
諸
地
方
は
、
：
利
根
川
の
水
運
の
使
に
結
ば
れ 

て
、
非
常
に
苽
耍
な
供
給
地
と
な
り
、
腐
く
各
地
よ
り
の
產
物
が
河
择
場

‘
 

よ
り
津
出
し
さ
れ
だ
。
他
方
、

.
各
地
の
村
落
は
犬
體
自
給
自
足
的
で
あ
っ
- 

'た
と
'は
い..え
、
海
產
物
た.
る
魚
貝
藻
や
魚
肥
、
特
'に
鹽
は
生
活
上
必
需
品

一
0
六

(

三
〇
四)

.
で
あ
名
關
係
よ
り
、
.
江
戸
表.
を
通
じ
、
.
赤
穗
鹽
、
江
戶
齋
田
鹽、
£
 

.
鹽
、.
が
多
量
に
農
村
に
送
々
こ
ま
れ
、
其
他
の
物
資
と
相
ま
づ
■て
、
江
戸 

よ
り
農
村..へ
の
輸
遂
量
は
增
大
し
、
.河
岸
場
よ
り
農
村
に
入
り
こ
ん
だ
。 

か
く
て
、
利
根
川
の
水
運
の
急
速
な
る
た
か
ま
り
は
、
遂
に
利
嵌

-/
1|
沿
择 

に
、.
廻
船
間
屋
、.
河
岸
場
の
開
設
を
す
す
め
る
に
至
：っ
た
の
&

は
。

，
利

根

川

「

南

通

し

j.

の

山

王

堂

：、

.
一
.棄
及
び
中
瀬
河
岸
等
は
產
宿 

ひ
急
連
な
る
發
展
と
、
犬
趣
船
溯
江
が
概
ね
こ
の
附
近
に
ま
で
制
限
さ
れ 

て
來
た
關
係
よ
り
、
輿
地
へ
の
積
替
、
水
運
よ
り
陸
運
へ
の
切
替
、
と
を 

根
因
と
し
て
、
產

の

發

達
♦
河
岸
場
の
繁
榮
は
一
層
い
ち
ぢ
.る
し
い
も 

の
と
な.
っ
た
。
本
皮
宿
に
對̂

て
行
わ
れ
た
揚
荷
、
お
よ
び
、
江
戶
表
其 

他
の
地
へ
の.
積
荷
は
、
舊
來
よ
り
本
茁
宿
の
外
港
と
し
て
の
利
根
川
邊
の 

「

一_

M

#」

：：お
よ
び
':冚
玉
堂
河
岸」

、.
，深
谷
宿.
の
.
外

港

と

し

て

の 

.「

中
顚
河
择」 -

を
通
じ
て
行
わ
れ
た”
こ
れ
ら
の.
河
岸
は
、

前
述
の
ご
と 

く
、
利
根
川
利
用
の
太
型
船
.
の
積
霞
地
と
し.
て
極
め
.て
重
要
な
地
位
を 

占
め
て
い
た
と
と
も
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
宿
場
町
、
農
村
.の
生
提
に
伴 

ひ
、
水
運
の
中
心
地
と
し
て
、
問
原
其
他
の
施
設
が
そ
な
は
つ
て
來
た
。

'

一
菜
河
岸
は
11
1
王
堂
河
岸
と
並
ん
で
本
庄
宿
の
外
港
で
あ
っ
た
。

一
本 

木
河
岸
の
名
は
' 

.

他
の
諸
河
岸
よ
り
も
ず
っ
と
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
本
皮 

宿
よ
り
上
州
境
町
、
.

太
田
、
足
利
广
相
缉
の
諸
町
に
連
辂
す
る
交
通
路
の 

重
要
な
渡
律
で
あ
っ
た
。
中
瀨
河
捧
は
深
咎
宿
の
外
港
で
あ
っ
.

た
が
、
本 

皮
宿
.

ど
も
密
接
な
關
係
に
あ
'

っ
た
。
對
岸
の
，上
州
平
塚
、
徳
川
河
岸
へ
の 

渡
場
を
經
て
.

、.

伊
勢
崎
、..

前
橋
を
經
て
、..

三
國
街
道
.

へ
.、
兩
毛
地
方
と
北 

武
藏
ど
を
連
絡
し
、

高
崎
、
中
山
道
へ
の
物
資
、
川
船
の
改
#
所
と
し

て
、
關
所
が
設
け
ら
れ
た
。
將
に
、
天
明
年
間
淺
間

5
B

火
以
後
、
漸
次 

利
根
川
、
畠;)
|
の
^
ポ
が_

^
さ
れ
る
に
伴
ひ
、
'遂
に
冗
船
の
溯
江
終
點 

と
な
り
、
明
治
年
間
に
至
る
ま
で
利
根
川
屈
指

.
の
河
岸
場
と
し
.て
繁
榮
を 

極
め
た
。
申
す
ま
，で
も
な
く
、
こ
れ
ら
三
河
岸
の
ぅ
ち
、
二

^
Kr
*a l
王 

堂
兩
河
捧
は1

宿
の
外
灌
と
し
て
特
に
赏
へ
要
で
あ
つ
た
。

~

.
£

一
 

>

武
藏
國
兒
玉.
都

本
庄

齒
.(

現
在
培m

縣
兒.m

郡
本
庄
町>

 

に 

關
す
る
妍
究
誉
と
し
て
は
、

諸

井

六

郞

著

r

德
川
咿
代
の
武
藏
本 

.

、
皮」

：<

阴.
治
西
十
五.
年
發
行
>

- '

が
あ
る
。.

其
他
、

例

へ

ば「

本
庄
町 

■

.

史
1__

等
葙
干
發
行
さ
れ
た
も
の
が
：あ
へ
る
が
、
大
部
分
諸
井
氏
.の
著
書 

以
上
に
出
て
い
な
い
。
本
芘
宿
に
關
す
る
以
下
の
論
述
は
、
主
と
し 

て
諸
井
氏
め
•
著
書
に
ょ
つ.
て
い
る
。

猶
'

.

「

武
藏
國
兒
玉
都
誌」

(

昭 

和
ニ
印
發
行)

を
も
參
照
し
た
。

(

註
二)

.
諸
井
六
郞
一
"德
川
時
代
の
'武
藏
本
皮」

ー1
四
頁
1

•

(

註
三)

，
同
ニ
四I 
ニ
五
頁

S

S

同
ニ
五
丄
ー
六
頁
 

■

’(

註
- s:

同
三
.ニ
：七
頁
本
庄
一
宿
の
商
人
お
ょ
び
職
人
に
關
す
る
調
査
硏

. 

究
は
、
諸
井
氏
の
前
撝
啬
に
お
い
て
ル
ふ
れ
ら
れ
る
と
こ
る
少
く
、
 

斷
片
的
な
も
の
を
除
い
て
は
極
め
て
乏
し
い
。
現
莅
に
お
い
て
は
、
 

時
代
，の
推
移
と
共
に
、
商
人
組
合
を
形
成
し
て
い
た
問
屋
の
著
名
な 

も
の
も
、
沒
落
し
て
他
出
し
、
あ
る
い
は
史
料
の
大
部
分
を
喪
失
し 

て
：い
る
。

V,

當
時
：の
事
情
を
物
語
る
諸
史
料
の
若
干
は
幸
に
も
、
.德
川 

へ
' 

'
期

め「

申
犀
申

^
衞」

，と
し
て

m
_
を
極
め

た
間
屋
の
後
繼と
し 

て
、
現
在
芦
屋
六
三
郞
氏
の
所
藏
の

•も
の
i
-u
て
残
存
し
て
い
る
。

.

.
利

紙

川

筋

河

岸

場

紛

爭

 

, 

,

■

商

人
- .

中
屋j

 

:

の
文
化
？
文
政
度
の
繁
榮
は
非
常
な
.

も
.の
で
あ
つ 

T

s

E

富
^

蓄
積
し
、
遠
く
江
民
、.

大
阪
、
京
都
に
.ま
で
廣
く
出
張 

.

所
を
置
き
、
廣
範
な
る
取
引
を
行
0
'

て
い
-

た
。
左
に
中
屋
の
繁
榮
の 

.

.
事
情
を
隨
筆

f

耳
袋J

中
に
記
さ
れ
て

'

い
る
■

記
事
を
引
用
し
以
て
、
 

そ
の1

.

•

端
を
語
ら
せ
た

.

い
と
思
う

。

.

本
庄
宿
鳥
谷
三
右
衞
門
が
事
.

：

_

宿
に
、
中
屋
三.
右衞

！
：

と
い
へ
る
商
人
あ
り
し
が
、
的
年
の
節
、
宿 

內
近
村
の
困
窮
を
救
ひ
、
往
還
の
肋
と
て
、
往
來
の
道
辯
橋
を
、
自
分
入 

用
を
以
、.
取
斗
ひ
、
御
代
蓑
笠
之
.
肋
申
出
し
故
、
豫
觀
锘
頭
を
勤
て
、 

.
道
中
方
を
兼
帶
な
せ
し
頃
、
.
安
藤
彈
IE
-/
J>ノ
弼
、’道
中
奉
行
の
節
、
取
扱
有 

之
、.
伺
之
上
、
名
字
帶.刀
御
免
に
て
、
御
褒
美
被
遣
し
者
也
、
.右
三
右
衞 

門
は
、
冗
來
通
リ
油
町
、
仲
，屋
と
いへる
吳

服

店

：に
、

.
丁
稚
ょ
り
勤
て
、 

重
手
代
に
な
り
し
に
：、

：

右
仲
屋
亭
主
、

幼
年
に
：成
り
て
身
上
大
き
に
衰 

へ
、
た
ち
ゆ̂
/
か
た
き
時
節
あ
り
し
に
、
彼
三
右
衞

S
:、

其
主
人
に
申
け 

る
は
、
當
年
は
、
自
身
上
京
の
上
、
引
け
物
許
を
仕
人
、
持
下
り
侯
や
ぅ 

い
た
ざ
る
べ
し
と
、
串
敎
ぺ
、'
.
主
人
其
通
り
に
な
し
け
る
に
、
下
直
の
引 

■•
物
を
、
關
東
に
て
賣
挪
し
に
、
利
な
き
に
し
も
あ
ら
ざ
る
う
へ
三
右
衞
門 

.
自
身
上
京
し
て
、
彼
問
屋
に
串
け
る
は
、
若
類
の
主
人
、
直

e
仕

入

：に

登 

り
し
に
、
，
い
か
な
れ
ば
、
引
物
許
を
賢
渡
し
給
ふ
や
と
、
む
づ
か
し
く
申 

け.
る
に
、'間
屋
に
て
も
、
主
人
の
好
み
に
任
せ
侯®
、.
答
へ
け
れ
ば
、
い 

:

や
と
ょ
、.
主
人
ば.
若
零.
：.幼
年
と
串
べ'き
者
な
，り
、
：
右
幼
若
の
者
、
.
假. 

令
申
侯
へ
ば
と
て
、

引
物
許
附
屬
し
給
ふ
，事
、
年
久
數
馳
染
の
問
屋
に
は

. 

と
申
け
る
故
、
...'..其
理•に.
伏
し
、

年
久
數
取
遣
り
な'せ
し.
問

屋

，な

れ

:!〇

七

(

三
0
五)

咸
急

S 

>
- 

€
• 

T
If. -



n
i

田
學g

歡
~
第
四
十
七
卷
4
§

ン

ば
、：
小
殘
損
を
な
し
て
、i

に
代
物
を
下
し
け
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、

犬
，き
にi

を
得
、
1

を
と
り
直
し
、
其
身
も
相
應
の
も
と
で
を
赀
ひ 

て
、
i

宿
へ
引
込
、
與
服
其
外
諸
品
の
商
ひ
な
し
て
、
今
本
庄
宿
其
外 

近
遴
に
、
鳥
ハ
介
三
右
衞
門
と
い
ひ
て
は
、

し
ら
ざ
る
も
の
な
し
、

右
の

考

議

の

印

、11
如
此
付
し
も
、
.
被

三

右
.1
1
門
3 :
:夫
め
1±
[
、
如
何
な
る
：
 

譯.
や
と
、.
人.
の_.
し

に

、..
中
屋

；は
象
名
な
ウ
、;.
'か
く

の

，
如

く
«
き
ぬ
れ. 

ば
、
虱
と
い'へ"る
文
字.
に
な

,̂
ぬ
、
風

は

よ
.<
.̂

殖
へ
：
て
、
盡
ざ
る
も
の
.
な

'
 

り
と
、
い
ひ
し
と
、
：興
邊
の
者
語
り
ぬ
：。

』

.
根
择
鎭
衞
著
—1
耳
袋」 .
，
卷
三...
 

f
i 
六)

諸
丼
六
邡
前
掲
書1
1.0
ニ 
頁
。

(

註
七)

利
根
川
の「

水
運
IV

に
關
す
る
研
究
は
今
日
ま
で
必
ずし
%

.

少
く
は
な
い
。
特
に
、
河
岸
場
の
詳
細
な
る
史
料
を
吼
：心
ど
：し
て

、-', 

貴
蜇
な
る
史
料
！
硏
究
と
を
殘
き
れ
た
の
に
、
碟
崎
優

「

利
根
川
の, 

水
述i  
.(「

地
理
學J  (

古
今
：戴
院
發
行)

昭
和
十
四
年.
一
月
號—

三

，
 

月

號(

第
七
卷
第
一
號1
0
3躲)

♦か
あ
る
。
以̂

ホ
^
に
お
い
て- 

論
述
さ.
れ
て
い':る
利
极
川.
水
運.
に
關
す
る.
一
般
的
部
分
ば
主/と
し
て
V 

織
崎
氏
の
論
文
を
：參
照
し
た。

.

..
:
. 

'.
'.
.て:-

(

註
八)

•
磯
崎
優「

利
根
川
の
水
連」「

地
理
學」

第
セ
卷
策
ニ
號
九
七
頁'
'
 

S
九)

同

「

地
理
學」

第
七
卷
第
|
號
~
〇
〇
頁
'

,

,

,

(

註
十)

同

r

地
理.
學」

•
第
七
卷
第.
一一

號
九
Q

頁

以

不
'

河
诗
場
と
諸
侯
と
の
關
係
は
、
年
貢
米
其
他
の
物
資
の
江
戸
表
轍
遂
の 

重
要
蚀
よ
り
し
て
、
非
常
に
密
接
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
諸
侯
は
河
岸
場

. 

『
0

八
•

QI
O
六)

に
對
U
て
多
く
保
護
兔
か
、
あ
る
い
は
免
租
地
す
な
わ
ち
御
除
地
の
特
權 

を
附
與
し
て
保
護
を
與
え
る
と
共
に
、
河
岸
場
の
支
配
監
督
を
嚴

1C
に
し 

て
い
た
。
.
山
王
堂
河
棒
も
文
化1
年
頃
に
、
舊
來
の
^
^
が
保
護
免
に
變 

.
化
し
てA

る
こ
と
が
報
街
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
侯
に
よ
る
河
择
場 

.-
:

■め
保
護
は
、
..n

面
、：
河
诗
の
船
問
屋
に

へ
た
。
運
賃
等
そ
の
他
轍
送
，上
の
諸
條
件
に
對
し
て
の
議
廳
が
嚴
重
に
命

ぐ.
ぜ
ら
れ
た
。::
',

:ぺ.:

:
.
 

■ 

.

-
へ

-|
|
侯
の
み
：で
な
く
、
：宿
驛
町
等
の
有
カ
な
地
方
都
市
は
、
' 各
ぐ
河
岸
場 

.
_
を
選
定
し
、
：
そ
れ
を
自
已
の
外
港
と
し
て
持
づ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
河
岸 

.•.
場
は
墙
驛
よ
分
領
主
へ
邴
岸
場
設
立
の
..
願
扭
に
よ
り'開
設

さ

れ

，た
も
の 

M
で
、
，1 '
叹
さ
れ
た
河
岸
の
間
屋
，は>:
宿
驛
の
貨
|

送
に
た
い
し

一

っ
の 

;

特
權
を
，
輿
さ
れ、
：' 宿
驛
商
人
は
勝
手
に
貨
物
を
指
定
河
岸
場
以
外
の
河 

，
岸
へ.
：出
す
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。
他
方
、
河
岸
場
の
問
屋
も
そ
の
宿
驛

.

の
貨
物
に
對
し
て
は
、
運
漕
上
の
.責
任
を
遂
行
す
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
て 

.

い
た
。."そ
札
故
，
醫
高
腾
を
原
因
と
し
て
、
運
賃
引
上
：げ
を
要
求
す
る 

:  

'問
屋
、
船
持
船
頭
等
の
.
要
求
と
、
宿
驛
商
人
組
合
と
.の
間
に
訴
訟
提
起
が 

符

次

i

と
も
少
く
な
か
っ
た
。
か
か
る
攀
め
ー
例
と
酔
ハ
本
庄 

■宿
と
山
壬
堂
河
岸
の
文
化
五
年
の
事
件
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。

it
i
述
の
ご
と
く
、
本
庄
宿
の
外
港
とし
て
、.
一
本
木
河
岸
は
山
王
堂
河 

..
岸.
よ
り
、
古

く

か

ら

、
.
本

皮

宿

商

人

に

よ
り

利

用

さ

れて
い
た
。
し
か
し 

な

が

ら

'
文

化

五

年
よ
り
三
十
年
以
前
、
す
な
わ
ち
、
安
永
年
間

(一

七 

七
ニ
年
丨
ー
七<;
〇
年
>
に
お
い
て
、
：
大
洪
水
に
よ
り
川
筋
が
變
化
し
、 

v
1.

本
木
河
岸
は
舟
附
場
と
し
.
て
不
適
當
と
な
：つ
て
來
た
。
，さ
ら
に
、
こ
の

，ぬ成̂ダへ̂T!Xt*T，部 ぬ ^

河
焊
場
の
條
件
の
變
化
.
と
共
：に
、:..
產
宿
の
商
人
組'合.
の
事
情
：

(

と.
の,
 

愦
は
'今
日
未
だ
明
瞭
で
な'い)

が
加
わ
つ
；で
、
.本
在
宿
町
方
は
領
主
に
願 

ひ
出
、

ー

菜

、-中
瀨
厕
河
捧
よ
り
や
や
上
流
に
あ
る
山31
堂
河
岸
を
利 

用
す
る
に
苗
つ
た
：。
か
く
て
、
こ
こ
三
十
年
間
、
.本
庄
宿
商
人
組
合
は
山 

卍
堂
河
^
を
！^
し

て

來

亡

.
。

ど

こ

ろ
が
、
：.文
化
五
年
に
至
ると
、
^
 ̂

高
騰
を
闪
とb
て

舟

方

よ

り

领

賃

引

上

げ

耍

求

が

出

:$
^
:
.
:
.
こ

れ

を

機

と 

し
て
山
王
堂
河
棒
問
屋
お
よ
び
：船
持
船
頭
が
本
茁
宿
商
^
に
對
し
、
荷
積
：
 

f

.の
改
善
豕
耍
に
：至つ：た。

:!
1|
五
堂
河
擀
ー〕

1|
:
の
間
屋
办
中
持 

船
多
き
一
肿
の
間
屡
が
、
.
へ
產
宿
9
載
貨
を
衝
否1
:̂

ぺ
が
ぐ
^

本
芘 

.
宿

<̂
^
^

の
滞
貨
は
お
び
た
だ
し
い
數
鸷
に
.
の(

ぼ
，
^
。' .
水
運
に
よ
る 

輸
送
は
全
く
中
絕
：
U
た
。
：
_

情
が
か
く
の
ご.
と

く

產

宿

商

人

^

と

づ

て 

不
利
に
な
る.
ぬ
及
於
で
、''
:
';ーー
|
十

电

來

巾

絕

し

て

い
た
ど
ボ
ろ
の『

11
1
王

堂 

レより下流の；

 一：̂
！

:

岸
^3

河
棒
場
と
じ.
て
利
用
#
ん
^
オ
る
炎
& 

が

こ

こ

ろ

み

.ら

れ

た

';
0
か_

4
事
彿
が
起
さ
れ
私
こ
と
匕
よ'0
:て
、
：
山

王 

:

堂
河
岸
の
他.
の.
間
屋
は
產
宿
商
人
組
合
よ
々
の
.
遷
取
扱
が
冲
此
さ
れ
：
 

た
こ
と
を
原
因
ど1>
で
自
已.
の

有

し

て

.：い

た

荷

锇

-0-
-鐘

が

於

：
が

さ

.
れ

：
る
： 

ノ
に
帟
つ
た
こ.
と
を
不
法
：と
，
4
て
起
訴
し
、
：
訴
訟
と
か
冷
た
が,̂
未
■

商
一 

人
も
こ
れ
に
雛
し#
^
と
：の.
間
の.
諸
事
情
粑
關
丄
允>.
ぞ
'0
推
移
が
如'
 

何
な
る
も
の̂

あ
つ
、た
か
は
ァ
敗
料
办
關
係
あ
り
し
て
不
明
で
あ
る

.
が
、. 

か
か.
る
紛
樂
の
結
果_

宿

商

人

看

は
,:
>:
山
乐
堂
河
岸
と
吵
紛
苹
を
機
. 

と
し
て
、1

的
に
、

河
捧
と
の
關
係
の
復
活
に
努
力
し
た
6
か 

か
る
事
件
を
直
接
の
背
景
と
し
て
、
そ
の
過
程
の
中
に
、
本
皮
宿
商
人
組

-
-
• 

.

(

註
一ご)

合
亦
一
^
^
河
I

屋
と
の
間
に
取
交
せ
る
議

m

書
が
作
製
さ
れ
た
。
い 

刹
根
川
筋
河
岸
擞
紛
锥.

‘ 

^

〜

ま
、
こ
こ
で
紹
介̂

ん
と
す
る
史
料
が
そ
れ
ら
で
あ
◊

て
、.
こ
れ
ら
の
史 

.
料
は
河
岸
場
と
宿
驛
商
人
組
合
と
の
關
係
復
活
を
め
ぐ
る
議
定
.の
性
格
を 

知
■り
得
名
の
み
な
ら
ず
、

事
情
、
さ
ら
に
當
時
に
.お
け
る
宅
圧 

宿
の
藷
事
情
の
：ー

：

端
を
知..り
得
る
も
の
で
あ
る
。' 
_

L
 

. •>山
王
堂
河
燁
問
犀
と
の
紛
爭
の
：結
果
、
/
本
芘
宿
商
人
は
滯
貨
の
お
び
た 

,
た
し
き.
に
惱
'み
、

一
，本

木

河

棒

問

屋

4
の' 間
：に
、
再
び
、
：蓮
_
,
の
契
約
を. 

，結
ぶ
：と
と
に
努
力
を
向
；
&
、
凌
渉
の
結
果
、
^
料
第
一
上
し
て
左
に
示
す 

:「

差
出
申_

匿

事」

：と
い
ぅ
契
約
內
容
を
、
：
文
化
五
年
<
月
、

一

亲 

(

河
棒
船
間
屋
惣
代3§

<
麵

_
、

六
郞
兵
衞
、

)

友
右
衞
門
(0
迎
名
尤 

;■-:て
'.
"〖■

■

•A
就-

■■
'.'藤
吉

兩

名

宛

.“

(

前

者

は

濱

松

屋

金 

蔵
、
後
者
は
油
屋
藤
告
で
，あ
る

)

に
提
出
せ
し
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、 

^
西

村

#

^

人
11,
五
郞
、
五
兵
衞
の
匿
が
添
印
し
.
、
立
會
保
證
し
て
ぃ.

.'
■(

註四
)：， 

'.
•:
'

‘

る
.？

、
..
 

•

.

.

.

パ：'
“

.

.

 

.

史
料
第一  

,

當
：1ー
_

木
川
岸
之
儀
微
往
杏
諸
荷
物
運
送
致
來
外
後
近
年」

ー
相
成
川
潮 

ゼ.'
等
ゃ
不
宜
荷
物
入
f
 :

無
之
自
然
高
問
唐
共
も.
衰
龍
在
^

處
.此
度
御
宿 

'
,

方
御
商
ル
中
荷
帳
御
裰
ス
施
卞
外.
^
、
：再.
川

岸

之

：儀
-e

取

，
立

^

儀

相

腐
 

へ:

候
齡
土
象
御
满
彻
引.
愛
藏_

翕
人
相
瘅
且
船
付
足
場
等
丈
夫>

一
仕
立
: 

、
一
.

#
船

賃

駄

寒

相

業

タ

ニ
.
至

豪

今

不

申

出

御

請
■

越.
申

含
.

'ベ.處
御
仲
間
-

^
相
說
之
±
右
ざ
通
取
極
申
外
ク
條
之
親
-\
' ,
:

•

.
:1蓮

：霞
ー
け
へ.丨

霞

.

」

ー
ー
ー
鍊

:
与
百
：憲

養

：

0

九

•

§◦

七)

i—

n

p
_
_
r 

^

F

r

M
 

u
 

h
 

( 

r
;

1
.
.
.
-
f
, 

! 

p

f
 

.

.

.

..

.

.

.

.



木
庄
宿

ニ
 

〇

Q
o

八)

:

苘
文.
之
、通
相
極S

精
仕
^

上
：者
'以
後
外
川
岸
ょ
及
荷
物
：

中
度
相
願 

外
共
少
e

御
不
勝
手
-〖

H
共
御
引
#

被
下
間
敷
外
無
據
義
出
來
外
ハ
、

.
御
相
談
之#

‘f

而
取.
斗
可
^

外.
且
亦
船
賃
直
上
グ

.之
儀
決
而
申
出
間
敷 

±
御
荷
物
通
，路
宜
敷
儀
第
ニ
：
心
懸
末
タ
至
.迄
此
度
儀
定
之
外
勝
手
ヶ 

.

間
敷
儀
_
間
敷
冲
以
後
外
川
岸
者
不
及
中
船
手
艺
者
共
ょ
り
難
漉
等
中 

懸
入
込
外
筋
ニ
湘
成
外
迚
も
御
荷
物
積
送
無
差
滯
取
斗
餘
事
苕
私
共
引 

請

少

茂

御

世

話

懸

ク

中

間

敷

外. 

.

‘

t

前
文
相
宛
外
運
賃
之
儀
當
時
錢
相.
場
六
貫
七
百
文
之
釣
9
合
1ー
而
相
極 

骰
外
得
共
以
來
格
別
之
相
庭
違
等
御
座
外
ハ
、
其
節
振
合
を
以
高
下
者 

...

御
相
談
之
"上
取
斗
可
申
^

,

.

右
之
迦
御
相
談
之.
上
相
極
外
處
相
違
無
御
座
外
爲
後
日
連..

印
書
付
差
出
中.

所
如
件.：：'  

.

文

化

五

年
• 

一

木

木

川

岸
.

辰

八

月
‘
 

船
問
屋
惣
代
引
請
人..

.-  

.

:

彌
！！一  

.

郎

：•

、
へ：
.六
郎
兵
衞

'
/

■
-
 

.
 

, 
:
 

V
 

友

左

-衞
：pi-.

右
之
趣
私
共
立
：會
相
極
^
處
相
紛
無
御
座
外
依
之
添
印
差
出
电
外

■
 , ,
 

.
 
.
 
■

牧
西
村
：，
..
- 

•
 

:■

• 

世
話
人

H
田
學
會
雜

_

第

1
1

十

七

卷

第

n
i

號

’
 

»
 

•

I
鹽
運
賃 

,

大
依
七
^
表 

I

一
本
木
川
燁
よ
り
本
坩
迄 

..

夫
々
御
荷
主
方
造
附
込
登
駄
ハ
付

 

七
拾
成
文 

四
月
及
^
九
月
ま
て
 

‘

'
枭

ハ

農

業

等

込

合

外

節

_
一

 
付
相
增

I

十
月
よ
り
三
月
迄 

六
拾
四
文 

1

演

附

•  

登
駄
ニ
付 

成

拾

四

文

■
 

一
間
屋
ロ
錢
藏
敷
之
儀
ハ
無
之
外 

,

.此
義
ハ.
是
迄
外
川
捧
江
御
佐
ぐ
よ.
リ.
御
取
斗
被
下
1̂
?.
通
り
ぐ.

1

駄
質
之
儀
己
來
馬
持
勝
手.ir

相
#

ゆ
義
爲
致
間
敷
無
餘
義
筋
I11/
K
ハ

：.
、.. 

御
相
談
仕
可
申

1

川
焊
よ
り
往
來
敢
旅
胳
敷
相
成
外
節
者
此
方
ニ
W
成
丈
ク
取
織
叫
外
而 

御
世
話
！I

懸
巾
間
敷
候 

1

出
水
之
節
蔵
場
等
水
上
ク
不
中
檄
心
付
御
荷
物
大
切II

取
扱
可
申
外
萬 

1

川
筋
之
模
樣
二
而
水
引
惡
罷
成
藏
揚
船
着
等
足
場
不
宜
H

ハ
、
唇
亦 

早
く
引
替
差
友
不
申
様
可
致
外 

,

1

此
肊
荷
物
御
積
入
被
下
候
：1
1

付
取
續
當
川
岸
之
儀
繁
昌
仕
外.

上
者
外
鄉.

 

,

荷
主
方
よ
り
御.
猜
A

有
之
外
共
當
宿
之.
儀
ハ
格
別
相
心
得
出
精
無
^
 

閑
蓮
送.

可
屮
1/
|.

萵
翦
同
饿
不
相
成
狳
心
付
可
中
|/
1

.

.

1:

當
川
捧
之.
係
問
屋
七
軒.
一！.御
座
外
此
度
相
談
之
上
私
共
引
受
御
世
話
仕 

吣
上
者
何
樣
御
手
支
^
不
相
成
樣
取
斗
可
中
は
右
彼
是
外
掸
我
等
引
請 

御
世
詁
掛
ケ
不_

拨

可

仕

外
, 

1
此
度
御
相
談
之
上
私
共
引
請
船
持
中
取
極
ゅ
而
御
荷
物
運
'送
無
差
支.
堆
，

商

人

中

惣

代,

.
" 

'

'

■•,

金
蔵
殿.
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'
: 

■. 

V

.
藤
吉
'殿.
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.
'.

宿
驛
商
人
の
荷
積
作
業
の
特
權
を
失
っ
て
い
る
河
岸
場
は
全
く
そ
の
生 

命
を
た
た
れ
た
と
同
樣
.
で
本
っ
て
、,
一
本
木
河
岸
，の

も

三

十

年

間

の 

長
き
に
わ
た
ヴ
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
全
く
衰
微
し
て
い
た
。
そ
の
樣

^.-
狀
：
 

態
に
あ
る
時
に̂

ii

宿
ょ
り
の
申
込
を
う
け
た
た
：め
、
そ
の
喜
び
方
が
こ 

の
議
定
書
中
に
う
か
が̂
る
と
共
に
、..自
宿
商
人
組
合
に
.た
い
し
て
非 

常
に
有
利
な
條
件
を
提
出
し
：、
契
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
文
に
お
い

. 

て「

御
荷
物
別
受
藏
場
等
念
入
相
建
且
船
付
厄
場
等
丈
夫

〗

一仕
立」

と
河 

.

择
場
の
諸
設
備
議'に
積
極
性
を
示
す
の
み
で
な
く
、W
王
堂
河
岸
紛
爭1 

の
原
因
で
あ
っ
卜
た
運
賃
値
上
等
にっIV.
て
比
、.「

船«

駄
賃
等
湘
究
未/
/、 

上
一
至
迄
直
上
ヶ$

出
御
請
仕
度」
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箱
く
船
賃
値
上
げ
をせ
ざ.
る
こ:  

ど
を
約
朿
し
て
ヤ
る
。
„
本
議
定
書
の
內
容
は
、
.
1
は
運
賃
、
問
屋
ロ
錢
、 

駄
賃
、
等
に
關
す
る
も
の
、

」

一}
は
道
路
、
：藏
場
、
等
設
備
負
擔
に
關
す
る 

，も
の
、
三
は
荷
取
扱
に
關
す
る
も
.
の
、•
等
で
.あ

る
.,
0. 

:

. 

.

.
第
二
の
史
料
は
、
文
化
五
年
八
月
、
第
一
.の
河
岸
場
問
屋
ょ
り
の
議
定 

書
を
う
け
た
產
宿
商
人
組
合
は
、
.
本
庄
宿
荷
主
中
屋
半
兵
衞
、
升
屋
武 

右
衞
門
'
外
商
入
惣
代
半
兵
衞
三
名
の
名
に
て
、
.一

亲

河

篇

屋

御

引 

請
惣
代
彌
三
郞
、
六
郞
兵
衞
、
友
右
衞
門
三
名
に
あ
て
て

.
'、
..
書
き
送
ら
れ. 

た「

差
出
申
議
定
之
事

」

で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
第
一•の
史
料
と
同
樣
、牧
西 

村
順
五
郎' 
萬
屋
五
兵
衞
兩
名
が
立
會
保
證
，し
て
へ
：

‘
，
利
根
川
筋
河f

紛

爭—
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岸
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處
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船
附
惡
敷
自
然
與
出
荷
も
相
止
ミ
罷.
お
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方
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9
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ヲ
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1
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H
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仕
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仕
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右
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仕
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仕
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1
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運
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遂
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間

違

ひ

無

<-
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ぅ

べ

き
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こ
と
を
要
請
し
、7
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'

運

送
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仕

皆

御

.

液
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被
下
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依
之
其
許
方
ょ
り
書
付
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御
議
定
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成
通
御
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得

違
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無

之

襪

可
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成

艺
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問
屋
侧
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對
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運
送
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圓
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な
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こ
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公
要
望
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い
る
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，
さ

ら

に,'
:沐
禱

商

人

組

合

と

し.て
も
、
山

王

堂

河::
, 

，岸
と
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調
際
が
成
立
す
る"場
合
に
も
、
ぞ:-
に
は
將
來
出
荷
せ
ず
、
；
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又
へ
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他
の
齓
岸
へ
め
^

^
譬

疫

か

ら

、
：と
い::
5
契

約

を

行

つ

て

(-

い

る

。
一,
:
:
.
-
:
バ

 

 ̂

- 

:

•'
'
:-
'

■

'
ぐ
'；'
V
'
..
:、
‘ 

.

第

三

の

史

料
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右
一
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、
つ
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史

料'之..
一
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關
係
に
あ
ー
る
も
の
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同

時

に
.
作

雞

さ
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あ
る
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こ
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桔
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屋
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右
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中
屋
半
兵
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屋
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右
衞
門
、
极
屋
淸
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：

升
屋
源
在
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：
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签
屋
五
郞
兵
衞
、
消
野
屋
塵
衞
門
、
：福
沖
屋
市
郞
兵
衞
、
一
縦
量
ハ
衞

'
.'

そ
.の
.他
商
人
中
悠
代
汕
屋
藤
吉
、
.
潰
松
屋
金

■
ょ
り
、
上
州
鳥
村
船
持
寧
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代
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ー.1

、
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れ
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_
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.、で
あr

:

ニ

ニ 

Q

ニ 
0)

.:

て
、
皈
西
村
他
話
入
顧
五
：郞
.、
良
兵
衞
兩
名
が
立# ,
保
證
を
し
て|

¥. 

史
料
第
三

:.
:
.;

■■.V  
議 
5
:

札.
之

事
;
•

J

江
戶
表.
'±
リ
當
墙
商
人
ぱ
運
送
船
積
之
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本
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岸
江
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；三
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勝
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付
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王

堂
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揚
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右
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御
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當
時
利
根
川
水
運
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
、
有 

力
な
：る
船
持
船
頭
の
多
か
っ
た
上̂
^

の
㈣
^
砠
矹
您
代
仁
三
郞
、
久 

來

之

助

兩

名

に

あ

て

て

書

か

れ

た

も

の

，で
、

旣

に

、

第

)-
-
*
、

第

二

の

麗
 

料
の
如
く
、
產
宿
商
人
組
合
と
一
本
木
河®

屋
と
の
間
に
、
運
輸
契 

約
が
成
立
を
み
て
い'る
の
で
あ
る
が
、
、
さ
ら
に、.
本
庄
宿
商
人
組
合
と
し 

て
は
、
實
際
の
船
持
船
钡
に
對
し
て
、
再
び
紛
爭
も
た
く
、
契
約
通
り
の 

.運
轍
#
業

に

從

事

す

る

こ

と

.^
要

請

し

たの
は
當
然
で
あ
る
。

以
上
こ
こ
に
紹
介
し
た
史
料
に
ょ
っ
て
、
ほ
ぽ
本
庄
宿
商
人
組
合
が
、 

山

王

堂

河‘捧
と
の
紛
举
の
結
果
、

一
本
木
河
岸
と
の
間
に
、
河
岸
場
設
定 

を
復
活
す
る
に
茧
つ
た̂
容
のm
-̂

を
把
握
す
る
こ
と
が
砠
％
ょ
ぅ
。
か
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根
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岸
場
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岸
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岸
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し
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(0.
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榮
次
ど
り
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し
た
吖
で
あ
り
い
_

場
が
クC
の

背

後

；
に

あ

石

宿

驛

町

.と 

V

の
關
係
が
重
要
で
；あ
り
、
へ
そ
れ
ネ
の
關
係
震
お
い
て
の
み
河
岸
場
の
繁
榮 

.
が
あ
か
、
1
度
そ
£0
'
':關
係

が

た

：
た

れ

る

、と
ハ
；
直

ち

に

若

境

に

落

入

：っ

て

し

： 

ま.
つ
た
の
で
あ
左
。

一

#
は
^

の
發
展
と
極
め
て̂
^
な,
 

係
に
あ
り
、，本
庄
宿
と
の
關
係
が
た
た
れ
ず
、
し
か
も
、
本
庄
宿
の
^
;1
|

_
 

■の
最
盛
期
，で
あ
つ
た
文
化
、
文
政
度
を
頂
點
と
し
て
榮
え
、
維
新
以
後
に 

:

お
け
る
近
代
的
交
通
機
關
の
整
備
.
の
過
痺
に
、
.
急
速
に
崩
壞
し
つ
つ
も
、 

明
治
末
期
頃
ま
で
つ
ず
い
て
い
た
。

(

二
八. 

一
二 .1

1
0
)

(

註一 )

磯
崎
優
前
掲
論
文「

地
理
學J’

第
七
卷
第
ー
號
ニ
ー
 
〇
頁 

< 

(

§-
D 
*
本
床
f

山
王
堂
河
岸
と
の
文
化
苯
年
の
事
件
に
闕
し
て 

は
、
す
で
に
、
礎
崎
氏
の
，論
文
の
中
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
琪
件
の 

-
發
生
を
指
示
し
、
1
例
と
し
て
あ
げ
た
に
1
'̂

ま
リ
、
そ
の
詳
細
な 

る
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い(

前

揭

論

文

「

地

现

學

」

第

七

卷

'
笫

一 

. 

'

號
ニ I.  I,

頁) .
こ
\
で
紹
介
せ
ん
と
.す
る
蒞
干
の
史
料
は
ハ
こ
の
文 

化
五
年
の
事
件
の
經
過
の
中
に
、
書
か
れ
た
も
の
ズ
あ
っ
て
、
本
事 

件
の
內
容
を
ょ
り
評
細
に
つ
か
み
ぅ
る
：1

つ
の
史
料
で
あ
る
と
思
は 

'.4
-

る 00,
S

.
-- 

(

註
三)

山
王
堂
河
岸
の
問
屋
場
で
あ
y
、
現
在
も
そ
の
子
孫
が
山
王 

:
•
堂
村
：に’在
住
し
て
い
ら.
れ
：る
五
十
嵐
氏
の̂
料
を•
拜

見

す

-
る
機

會

が 

.
-.
'■輿

え.
も
れ.
な
：か
つ
た
の
は
殘
念
で
あ‘つ.
た
。
、山

看
.
：
一

本

木

雨

河

...

1

一
三
，

S

1

o

I
!
I
]
!
I



ノ

三

田

學

會

雜

雜

丨
>
第

四

十

七

卷

、

第

三

號

丨

-
-

t>

丨 ' 

' 

.

.

.
'
'
パ 

■ 

--.V.

--.

:■
'

'
-:
■>
.■■
.
ゾ
广
ン
,.
::'
:
-
'
.
:;
'-.1
-' 

.

•■
■L
V
:
. 

.

.

.-
■
■:■
■
■

岸
の
紛
爭
の
具
體
的
事
愦
を
明

6
に
說
明
す
る
史
料
が
.殘
存
す
る
か

, 

— 

i
も
思
ぅ
が
、
今
は
そ
れ
も
得

^

れ
ぬ
ま

X
•に
、
牧
§

小
川
家
文 

哿
の
み
を
中
心
と
し
て
述
べ
飞
お
く
ァ

 

，

史
料
_

0
,

而
西
树
：T

小

幾

文

: *
e

S

五

)

.史

料

第
i
r
「

小

川

家

文

篑」

’
 

、

ノ
 

(

註

六

)

.史

料

第

三

「

小

爪

家

文

蒈

」

附

記

-

.
 

;

沐

麗
.

1
1>
、.
收
西
村
小
；川':
#
吾
氏
：所
蔵
が
：諸
史
羅
の
廣
與
を
姨
諾“
 

: .
S

れ
、' 

:

種
ゃ
便
®
を
與
え
ら
れ
た
.こ
と
を
傑
謝
す
るc  \

で1" ^>卜i 
< *

細成i

武

州

，
一
：
揆

と

農

兵安

澤

#

kM*0

-
二
伊
豆
韮
山
の
代
官
江
川
姐
庵
,
a
吾
國
'に
お
け
る
兵I

革
，©
^
摩
者
.で 

あ
つ
て
、
皮
射
爐
に
ょ
を
大
砲
鑄
造
の
事
蹟
な
ど
ね
ょ
つ

.
て
も
有
各
で
.あ 

る
。
彼
は
弘
化
三
年(一

八
®
六)

以
來
、
再
三
農
兵
制
に
つ
い
て
幕
府 

に
建s

し
て
い
る
。
彼
の
建
白
は
在
命
中
に
は
用
い
ら
れ
る
事
が
な
か
つ 

た
が
、
そ
の
意
圖
す
る
所
は
、
海
防
の
中
核
に
農
兵
を
取
立
て
て
•、
農
業 

0
合
間
に
砲
衝
武
術
の
稽
古
を
さ
.
せ.
、
？非
常
の.
際
に
用
い
る
、‘
さ
す
九
ば 

財
政
的
な
負
擔
を
幕
府

i

は
諸
侯
が
負
ぅ
事
な
く
、
無
用
の
費
を 

な
す
琪
扒
な
い
と
い
う
點
に
あ
つ
た
。
..
IV.
.
:.
.

，
.
じ

坦
施
狡
後(1

八
五
五)

、
文
久
三
年a

八
六
三)

に
至
つ
’て
^
 ̂

は
內
外
の
事
情
に
押
さ
れ
て_>
漸
く
農
兵
制
の
是
弗
如
何
を
有
同
に
問
ぅ 

た
。
赞
否
交
々
で
あ
つ
た
。
賛
す
る
も
の
の
一
人
羽
田
十
左
衞
門
は
、 

「

後
害
愛
第
一
之
搀H

i  
.
で
あ
る
と
節
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
な
。

「

乎
常
は
農
業
其
外
渡
世
百
姓
並
に
い
た
し
、
非
常
之
節
取
締
筋
は
勿 

論
防
戰
と
も
爲
心
掛
、
御
料
級
又
は
在
組

&

と
嗔
、
農
丘0
*
候
は
\ 

#
も
無
之
、
非
常
備
，に
坷
相
成
奉|

」

沄

々

,
‘：

之
に
對
し
て
、〔

農
興
不
可
然j

と
す
る
木
村
政
藏
の
論
’は
次
の
樣
で
あ

「

此
儀
愚
案
に
は
俄£.

股
農
兵
御
取
立
之
事
に
相
成
候
ハ
、
却
而
害 

•
を
生'し
可
申
哉
に
奉
存
猴

」

■

害
と
'は
百
姓
#
農
兵
な
ど.
に
取
立
て
れ
ば
.や
が
て
反
抗
す
る
者
も
生
ず
る 

..、だ
ろ
，ケ
と
い}
懸
念.
を
內
容
'と
す
る
。
併
し
絕
對
に
反
對
す
る
と
い
う
の 

\
で.
は
な
い
。

T

身
一R

宜
も
の
：'■
並
右
子
弟
等
に
而
實
直
.
之
者」

を
選
ん
で 

..武
藝
の
稽W
含
さ
せ
る
。.
4
の
漾
に
究^

レ
信
賴
m.
來
る
象
を
結
集
ざ
せ.た
後
、：

農
葡
を
採
ろ
う
上
い
う
：の
で
あ1

る

。 

,

.

.

-

-

.

右
の
'一
一
つ
.
.
に

代

表

さ

れ

る

農

兵

制

に

つ
い
て
役
人
の
.意見を徵

し
た
幕
府
自
身
：の
態
度
は
、it
に.
ば
農
兵
制
を
採
用
し
な
い
。
併
し
前
述'

の.
木
村
政
藏
の•
意
見
を
#
子
と
し
て
、'
_
先
ず
|5
目
の
.
周
圍
に
農
民
の
身
ー
兀

究
き
齊
を
結
集
さ
せ
る
方
策
を
と
つ
た
の
で
あ
る
。

'

併
し
實
質
的
に
牡
、

.
■幕
府
は
右
の
意
見
を
徵
す
る
以
前
、
文
久
ニ
年
以

來
、

農
兵
を
養
成
す
る
途
を
開
き
、

「

兵
賦」

と
稱
し
て
旗
^
!
:
家
人
の

領
分
か
ら
壯
强
の
農
民
を
選
出
せ
し
め
て
こ
れ
を
訓
練
し
て
い
た
の
で
あ
、
 

る
。
へ
大
山
敷
太
郞

「

農
兵
論」

、
E.
H 
ノ 
I)

る
，U

ン「

日
本
に
於
け
る
兵
士
と
農
民」

) 

. 

右

に

述

べi

な
事
情
を
背
景
と
し
て
、
武
藏
國
に
お
け
る
農
兵
の
一

例
を
次
に
紹
介
し
よ
う
。"：
：

ぐ.

：
：.

坦
庵
歿
後
も
、
世
製
代
官
で
あ
る
江
川
氏
は
引
續
き
そ
の
職
に
あ
り
、

文久三月に、

「

農
§

取
立-(

付
ロ
達
書
之
寫」

を
御
代
官
江

川
太
郞
左
衞K
役
所
ょ
り
廻
付
し
て
い
る
。
こ
れ’に
ょ
る
と
、
江
川
氏
茭

丨
配
の
地
は
、
先
代
坦
庵
の
建a
も
あ
っ
て
、
農
兵
取
立
に
つ
い
て
特
別
な

_

_
_
_

-

--
-
-
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